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津波に備えた地域づくり ―岩手県釜石市における災害文化醸成プロジェクト― 

津波に備えた地域づくり 
 ―岩手県釜石市における災害文化醸成プロジェクト― 

  

本研究室では，津波常襲地域の一つである岩手県釜石市において，津波による犠牲者ゼロを目

的とした『災害文化醸成プロジェクト』を実施しています。ここではこれまでに実施した取り組みに

ついて紹介します． 

  

お知らせ 
釜石市における研究プロジェクトについては、こちらにこの度の被災時の様子などと一緒に最新

情報を公開しました。 

 

釜石が繋いだ未来への希望 －子ども犠牲者ゼロまでの軌跡－ 

 

  

概要 
津波は地震に起因して発生する災害です．そのため，津波による被害が予想されている地域は，

過去にも津波によって大きな被害を受けたことがあることが多く，またこの先も繰り返し津波によっ

て被害を受けることが予想されます．そのような津波常襲地域においては，津波に備える文化を

地域に醸成することにより，未来永劫，津波に対して安全・安心な地域づくりをすすめることが必

要といえます．そこで，本研究室では，岩手県釜石市を対象に，津波による犠牲者ゼロを目的とし

た津波に備えた災害文化の醸成を目指した研究活動を行っています．本研究活動では，災害文

化が世代を超えて継承されていくことに着目し，子どものとの保護者の双方を対象とした様々な取

り組みを実施しています． 

  

  

１．子どもとその保護者の津波災害に対する意識・

知識の把握 
はじめに子どもとその保護者の津波災害に対する意識・知識を把握することを目的として，釜石

市内の全小中学生とその保護者を対象にアンケート調査を実施しました．その結果から明らかに

なったことは，以下の通りです． 

a) 若い世代の津波に対する危機意識の希薄化 

b) 親から子への津波に関する伝承機会が減少し，世帯内で津波避難に関する取り決めや相談

ができていない 

c) そのため，子どもが津波避難に関する具体的な知識をもっていない 



過去の津波に関する話や津波からの避難に関する知識といった津波常襲地域に居住するために

は，必要と思われる知識が親世代から子世代へ伝承される機会が減少している傾向が見て取れ

ました． 

  

→釜石市の児童・生徒とその保護者の津波防災意識の実態と津波防災教育に関するアンケート

調査結果 

→【査読論文】津波常襲地域における災害文化の世代間伝承の実態とその再生への提案 

  

２．児童とその保護者を対象とした津波防災教育の

実践 
アンケート調査結果を踏まえて，児童とその保護者を対象とした津波防災教育を実施しました．こ

の津波防災教育の実施目的は，児童に津波や津波からの避難に関する正しい知識を持ってもら

うことと，各世帯で津波に関する話し合う機会を増加させることです．具体的には以下のような内

容で実施しました． 

(1) 児童・保護者への防災教育の実施 
まず児童とその保護者それぞれを対象に防災教育を実施しました．ここで児童と保護者のそれぞ

れに対して実施した理由としては，子どもと大人とでは教える内容や伝え方が異なるものと考えた

からです．具体的には，児童に対しては，アンケート調査結果を踏まえて多くの児童が誤解してい

たり，知らなかった内容（過去の津波被害の概要，津波から避難方法など）を，保護者に対しては，

児童の津波に対する知識や意識の実態を紹介するとともに世帯内で津波に関する話し合いの機

会を持つことの重要性を指摘しました．また，児童への防災教育には，釜石市動く津波ハザードマ

ップを活用し，津波が遡上してくる様子や繰り返し波が襲ってくる様子を教えました． 

  

 
写真１ 児童に防災教育を実施している様子 

  

(2) 親子が一緒に通学路の津波避難場所を点検 



児童・保護者，それぞれに対して防災教育をおこなった後，児童とその保護者が一緒に帰宅しな

がら，通学途中に大きな地震が発生した場合の津波避難場所の点検を行い，その結果を各児童

に地図に記入してもらいました． 

  

 
写真２ 児童とその保護者が津波避難場所を点検している様子 

  

 
図１ 児童が津波避難場所を点検した結果 

  

(3) 津波避難場所マップの作成 
各児童には保護者と一緒に津波避難場所を点検した結果を再度持ち寄ってもらい，A0 版の大き

な地図に，各自が見つけてきた津波避難場所を書き込んでもらいました． 

  



 
写真３ 児童が津波避難場所を大きな地図に書き込んでいる様子 

  

(4) 津波避難場_螢泪奪廚稜柯杣/H3>  

児童に取りまとめてもらった津波避難場所の安全性を確認したうえで，

津波避難場所マップを完成させ，各児童に配布しました．また，配布

したときに，このマップを自宅に持ち帰ったら，必ず保護者の方と津波

避難場所の確認をするように伝えました． 

  



 

図２ 完成した津波避難場所マップ 

  

→【発表論文】津波避難における家族紐帯の改善を目的とした防災

教育の実践 

  

  

３．防災教育実施効果の確認 
児童とその保護者を対象とした防災教育を実施した直後の平成１８年

１１月１５日に，釜石市沿岸部に津波注意報と避難勧告が発表されま

した（結果として大きな津波の襲来はありませんでした）．そこで，この

津波騒動時に防災教育を行った児童とその保護者が何を想い，どの

ような行動をとったのかを把握するアンケート調査を実施しました．そ

の結果，防災教育を実施しなかった小学校の児童と比較すると，防災

教育を実施した小学校の児童の方が情報を聞いたあとに津波の襲来

を想起し，避難しなければならないと思った割合が高くなっており，防

災教育を実施したことの効果を確認することができました．しかし，フ

リーアンサーをよく見てみると，児童が「避難しよう」と家族に呼びか

けたにもかかわらず，その家族に「避難する必要はない」と言われて



しまっていたケースが多く見られました．今後も継続して児童だけでな

く，その保護者に対する津波防災意識の啓発を行っていく必要がある

ことを改めて実感しました． 

  

→平成１８年１１月１５日の津波騒動時における児童の津波避難実態

に関する調査報告書 

  

今後も釜石市市役所や教育委員会，学校，そして地域住民の皆さん

と協力しながら，プロジェクトを継続して実践していく予定です．  
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